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主論文 

Depth of invasion to the bladder wall as a prognostic factor and its association with 

circulating cell-free DNA levels in patients with muscle-invasive bladder cancer. 

 

筋層浸潤性膀胱癌における壁浸潤長は予後予測因子であり、血清 cell-free DNA と関連す

る 

 

  Yusuke Iemura, Makito Miyake, Shinji Fukui, Tomomi Fujii, Sayuri Ohnishi, Shunta 

Hori, Yosuke Morizawa, Yasushi Nakai, Kazumasa Torimoto, Nobumichi Tanaka, 

Kiyohide Fujimoto 

Current Urology, in press, 2023. 



論文審査の要旨 

 

膀胱癌においては、筋層以上への浸潤の有無は治療法や予後に大きな影響を与える因

子であり、その術前評価は膀胱癌診療に大きな意義を有する。本研究では、41 例の膀胱

全摘症例において、粘膜から癌浸潤先進部までの浸潤長が癌特異的生存期間と逆相関を

示し有意な予後不良因子であった。さらに、血清 cell-free DNA 濃度と浸潤長の間に相関

が認められた。 

公聴会では、腫瘍浸潤長に影響に人工的に影響を与える因子や血清 DNA の臨床応用

との問いに対し、膀胱収縮や自尿の程度、あるいは、摘出組織の固定などが影響するた

めこれを均一化することでより明瞭な差異を検出できること、および、術式選択や術前

術後の化学療法の適応決定への応用が可能との回答がなされた。 

本研究は、癌浸潤長が浸潤膀胱癌の新たな予後因子となることを明らかにしたのみな

らず、血清 cell-free DNA 濃度が筋層以深への浸潤の血清マーカーとなる可能性を示唆し

ている。これらは膀胱癌の周術期の補助療法の選択において非常に有用なツールとなる

ことが期待され、重要な研究と見なされる。 
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以上、主論文に報告された研究成績は、参考論文とともに泌尿器病態機能制御医学の進

歩に寄与するところが大きいと認める。 
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